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公民館の窓

新
着
圖
書

山
口
県
立
図
書
館

日
教
組
中
央
講
師
団

内
外
情
報
社

制
度
の
あ
ら
ま
し

広
島
郵
政
省
貯
金
局

自
由
へ
の
旅
券
　
外
九
冊
．

東
京
都
　
鏡
浦
書
房

山
日
　
　
　
　
　
　

久
保
雲
仙

就
任
の
御
挨
拶

陳
者
私
事
此
度
前
任
者
柚
木
芳

春
殿
の
後
任
と
し
て
過
日
着
任
し

て
參
り
ま
し
た
何
分
御
当
地
の
事

情
に
も
不
慣
で
あ
り
ま
し
て
今
後

皆
様
万
の
御
輹
達
御
支
援
に
よ
り

ま
し
て
地
万
銀
行
の
使
命
た
る
地

元
産
業
発
展
の
為
聊
な
り
と
も
徴

力
を
尽
す
覚
悟
で
御
座
居
ま
す
何

卒
屈
任
者
同
様
と
私
共
一
層
の
御

愛
顧
恤
引
瓧
賜
り
ま
す
様
伏
し
て

御
願
Ｃ
申
上
げ
ま
す
簡
単
で
は
御

座
居
ま
す
が
失
礼
を
厳
ず
紙
上
を

以
て
就
任
の
御
挨
拶
申
逑
ま
す
。

山
口
銀
行
三
隅
支
店

支
店
長
村
田
義
雄

昭
和
3
4年
産
米
の

予
約
を
お
え
て

田
植
も
終
了

し
幸
に
し
て
好

天
に
恵
ま
れ
其

の
後
順
調
に
成

育
致
し
て
居
り

ま
す
事
は
皆
様
方
と
共
に
御
同
慶

に
堪
儿
ぬ
処
で
あ
り
ま
す
。

現
下
の
食
糧
情
勢
に
於
き
ま
し

て
も
、
皆
様
万
と
く
と
御
承
知
の

通
り
で
あ
り
ま
し
て
皆
様
方
の
自

主
性
を
基
調
と
し
た
予
約
で
あ
り

系
統
機
関
に
於
き
ま
し
て
も
中
央

の
意
図
の
如
く
全
量
集
荷
に
依
る

完
全
配
給
を
期
し
「
予
約
総
ぐ
る

み
運
動
も
活
溌
に
展
開
中
で
御
座

居
ま
し
７ヽ
是
れ
が
趣
肓
の
も
と
に

今
年
度
中
央
よ
り
の
要
請
量
は
四

、
七
一
四
石
（
一
一
、
七
八
五
悵

）
で
あ
り
ま
し
Ｉ
昨
年
に
比
し
五

八
二
石
増
の
指
示
数
量
で
あ
り
ま

す
。

組
合
と
致
し
ま
し
て
も
皆
様
万
生

産
者
の
自
主
的
予
約
に
依
っ
て
要

請
量
の
遂
行
を
期
し
度
く
紙
上
に

て
誠
に
恐
縮
乍
ら
従
来
同
様
絶
大

な
る
御
理
解
と
御
協
力
を
御
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

渮
本
年
度
の
予
約
に
当
り
昨
年
度

と
異
っ
た
点
を
列
挙
致
し
ま
す
と

次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

―
予
約
に
依
る
減
税
措
置
が
廃
止

と
な
り
加
算
額
に
於
い
て
は
昨
年

迄
が
石
当
り
Ｉ
〇
〇
円
で
あ
り
ま

し
た
の
が
本
年
度
は
一
七
五
円
と

な
り
ま
し
た
。

２
早
期
栽
培
米
の
売
渡
に
つ
き
ま

し
て
昨
年
度
百
分
の
五
十
の
粋
が

本
年
度
に
於
い
て
は
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。

以
上
二
点
が
特
筆
す
べ
き
も
の

で
あ
り
ま
し
て
予
約
に
当
り
皆
様

万
が
懸
念
さ
れ
ま
す
減
額
補
正
に

つ
き
ま
し
て
も
従
来
通
り
で
御
座

居
ま
す
何
分
宜
敷
く
御
協
力
の
程

重
ね
て
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。

今年は陰陽いづれも
天気予報から

水
防
に
つ
い
て

み
な
さ
ん

今
年
も
豪
雨

季
と
な
り
ま

し
た
。
測
候

所
の
予
報
に

よ
り
ま
す
と

今
年
の
梅
雨

は
陽
性
型
で

相
当
な
集
中

豪
雨
が
予
想

さ
れ
ま
す
か

ら
充
分
水
防

に
つ
い
て
注
意
認
識
し
て
尊
い
人

命
や
財
産
を
水
蹟
か
ら
ま
も
り
公

共
の
安
全
を
保
つ
よ
う
各
自
が
芬

め
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注

意
し
た
ら
水
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
次
に
述

べ
て
み
ま
す
。

１
護
岸
、
溜
池
等
の
堤
防
を
充
分

調
査
し
危
険
毎
分
を
発
見
し
た

ら
役
場
叉
は
土
木
出
張
所
へ
連

絡
し
応
急
修
理
す
る
。

２
河
川
敷
、
堤
と
う
敷
に
放
置
し

て
あ
る
水
障
物
を
速
か
に
除
去

し
水
の
流
れ
を
よ
く
す
る

３
出
水
し
た
ら
、
水
衝
部
の
亀
裂

叉
は
損
傷
。
裏
の
り
の
漏
水
又

は
亀
裂
及
び
崩
壊
、
天
端
の
亀

裂
及
び
沈
下
、
樋
内
の
漏
水
及

び
暃
の
締
り
具
合
、
橋
梁
そ
の

他
の
構
造
物
と
堤
防
と
の
取
付

部
分
の
異
状
、
堤
防
の
溢
水
状

况
等
の
監
視
に
効
め
常
時
警
戒
’

を
忿
ら
な
い
こ
と
。

４
河
川
が
増
水
し
人
命
等
に
危
険

を
感
じ
た
と
き
は
早
急
に
退
避

す
る
。

も
し
被
災
し
た
場
合
は
ど
の
よ

う
な
処
置
を
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ

い
て
記
し
て
み
ま
す
と

１
直
ち
に
役
場
に
通
報
彳
る
と
ど

も
に
町
備
蓄
の
水
防
資
材
等
に

よ
り
被
害
の
増
大
を
防
ぐ
。

２
な
る
べ
く
広
範
囲
に
わ
た
り
决

澂
等
の
事
態
を
通
報
し
避
難
に

対
処
す
る
。

参
考
ま
で
に
備
蓄
資
材
の
あ
ら

ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
と
叺
二

四
〇
〇
佞
、
杭
六
〇
本
、
ガ
ン
ス

メ
六
〇
丁
ご
て
Ｉ（
○
枚
そ
の
他

ッ
ル（
シ
、
ス
コ
ッ
プ
　
掛
矢
、

綯
等
で
す
。
以
上
の
点
に
畄
意
認

織
さ
れ
水
害
を
最
少
限
に
防
ぐ
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

ポンポンが痛い
「
ポ
ン
ポ
ン
が
痛

い
よ
う
Ｉ
」

と
末
の
子
ど
も
が

お
母
さ
ん
に
訴
え

た
。
「
ど
れ
ど
れ

熱
も
大
分
あ
る
よ

う
だ
さ
あ
な
ん
の

熱
だ
ろ
う
」
。
た

だ
の
寝
冷
え
の
時

も
あ
る
赤
痢
や
小

児
マ
ヒ
、
の
始
ま

り
の
場
合
も
あ
り

ま
す
。

昨
年
は
赤
痢
患
者
と
赤
痢
菌
健

康
保
菌
者
と
を
合
せ
て
約
六
〇
〇

万
人・に
達
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
に
伝
染
病
が
多
い
現
状
の

た
め
ね
母
さ
ん
は
子
ど
も
に
な
に

か
異
常
が
あ
る
と
。
す
ぐ
「
ポ
ン

ポ
ン
は
ど
う
か
ね
」
と
た
ず
ね
る

く
せ
が
っ
き
、
い
っ
と
は
な
し
に

子
ど
も
の
訴
え
に
も
そ
れ
が
現
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

下
痢
発
熱
の
時
は
一
応
赤
痢
を
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

赤
痢
予
防
の
第
一
歩
は
手
洗
か

ら
生
物
、
生
野
菜
な
ど
は
中
性
洗

剤
、
逆
性
石
鹸
で
ょ
く
洗
う
か
カ

ル
キ
を
用
い
て
消
毒
す
る
こ
と
で

す
。
お
宅
の
井
戸
水
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
暴
飲
暴
食
を
つ
っ
み
ね

冷
え
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
清

掃
検
査
は
合
格
で
す
か
又
病
原
菌

の
輸
送
機
で
あ
る（

エ
の
駆
除
も

＆
れ
て
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
皆
で
（

エ
の
駆
除
を
す
る
こ
と
が
小
児
マ

ヒ
、
赤
痢
予
防
の
一
番
近
道
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

其
の
他
頭
痛
な
ど
に
も
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
遊
び
や
海・水
浴
で
夢

中
に
な
り
、
無
帽
で
日
光
に
頭
を

長
く
照
ら
さ
れ
た
時
な
ど
軽
い
日

射
病
の
亊
も
あ
り
ま
し
よ
う
が
、

日
本
脳
炎
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
り

し
ま
す
。

日
本
脳
炎
ウ
ィ
ル
ス
々
持
っ
た

コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
蚊
は
、
七
月
に

三
千
匹
に
一
匹
、
八
月
に
三
百
匹

に
一
匹
の
割
合
で
増
加
し
ま
す
。

夏
は
蚊
に
殺
さ
れ
る
人
「
蚊
の
た

応
不
具
や
低
能
に
な
る
人
」
の
多

い
時
期
こ
云
え
ま
す
。

健
康
な
人
で
も
伝
染
病
を
防
ぐ

力
を
持
っ
た
人
ば
か
り
弋
な
く
、

伝
染
病
に
か
か
ｈ
易
い
人
も
い
ま

す
。
今
各
地
で
日
本
脳
炎
の
予
防

注
射
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
予
防

に
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

高
い
温
度
と
汨
度
ば
子
ど
も
に

は
特
に
大
き
く
影
響
ゝ
だ
し
１
ｊ

か
ら
療
気
と
戦
う
力
を
そ
な
え
る

為
に
。
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
食
物
と

ピ
タ
ミ
シ
の
多
い
も
の
巻
攝
り
、

充
分
休
養
を
と
っ
て
暑
い
夏
を
元

気
で
過
す
よ
う
心
が
り
ま
し
よ
う

吉
凶
だ
よ
り

自
昭
和
3
4年
５
月
１
日

至
昭
和
3
4年
６
月
2
0日

一
、
出
生
の
部

５
月
分
　
　
　
　

二
十
名

６
月
１
日
1
2
0
日
　
九
名

二
、
死
亡
の
部
　
　
五
月
分

浅
　
田
　
阿
部
ト
シ
　
　
（
六才

野
波
瀬
　
向
井
　
進
　
　

｀

長
門
市
で
死
亡

野
波
瀬
　
石
津
ハ
ル
　
　
耋

豊
　
原
　
岡
村
益
一
　
　
六｝一

豊
　
原
　
原
田
惣
吉
　
　
翌

宗
　
頭
　
山
田
国
蔵
　
　
ａ

中
　
村
　
吉
村
ア
キ
　
　
（
｀

浅
　
江
　
青
山
ス
エ
　
　
凸
一

福
岡
県
田
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市
ひ
死
亡

六
月
分

沢
　
江
　
満
田
ハ
ツ
　
　
尭

小
　
島
　
森
　
次
夫
　
　
夭

野
波
瀬
　
宮
崎
治
郎
　
　
六（

も
み
の
木
　
山
田
作
太
郎
　

滝
　
坂
　
阿
辺
ア
ヤ
コ
　
昌

名
古
屋
市
で
死
亡

市
　
　
竹
内
昌
靖
　
　
‘
（

大
阪
市
で
死
亡

沢
　
江
　
中
村
ヨ
シ
コ
　
四四

浅
　
田
　
上
野
佐
喜
子
　
一一

小
野
田
市
で
死
亡

一
面
よ
り
続
き

緑

化

助

成

金

事

業

竝

、
一
翌

円

一
山
口
県
緑
化
推

進
委
員
会
よ
り

交

肘

金

一

、

募

金

納

入

残

額
　
　

六
、
六
ろ

円

一

、

緑

化

事

業

費

計
　
　
　

一
九
、
究
一一一
巳

事

業

費

内

訳

１

緑

化

推

進

宜

伝

費
　

六
昌

円

２
湯
免
温
泉
緑

化

費

一
九
、
一
変

円

防長｢バス｣三隅湯免

温泉停留所

時間表
( 上り)

萩　6. 53
小郡　7. 22
絵堂　8. 52
萩　9. 58
絵堂　10. 42
秋芳洞
小郡　12. 32

萩13. 23
絵堂15. 07
小郡　16. 12
宗頭　17. 23
上滝坂19. 47

（下り）

仙崎　7. 20

湯本　8. 02
仙崎　8. 21

〃　　9. 41

湯本　10. 12

仙崎　11. 14

仙崎　13. 09
湯本　16. 02

仙崎　16. 49

〃　17. 45

〃　18. 46

６月1日より湯免温泉に乗入れることになった防長バス

農
繁
期

あ
な
た
の
家
が
ね
ら
わ
れ
て
い
る

あ
き
巣
．忍
込
み
、

押
賣
り
を
な
く
し
よ
う

人
は
右
車
は
左
を

線
路
通
行
せ
ず
踏
切
横
斷
に
も
注
意
し
よ
う

幼
少
年
の
い
た
づ
ら
に
よ
る
置
石
を
な
く
し
よ
う

（
四
月
ー
六
月
二
十
日
）

書
　
　
名
　
　
　

著
者
名

▲
総
記
ｙ

飲
食
事
典
　
　
　
　

本
山
荻
舟

幾
何
学
辞
典
　
　
　
笹
部
貞
市
郎

代
致
学
辞
典
　
　
　

笹
部
貞
市
郎

国
史
大
観
　
　
　
　

防
長
新
聞
社

▲
哲
学
Ｖ

し
ん
ら
ん
全
集
　
　
八
重
樫
　
実

現
代
倫
理
　
　
　
　
古
田
　
晃

パ
ズ
ル
ク
イ
ズ
ル
　
小
城
　
栄

道
徳
教
育
講
座
　
　
古
川
哲
史

青
春
を
ど
う

生
き
る
か

五
卷

心
理
学

一
分
間
ミ
ス
テ
ー
９
南
　
　
博

思
ふ
こ
と
憶
ひ

だ
す
こ
と

小
泉
信
三

現
代
忠
想（
四
卷
）
　岩
波
雄
二
郎

現
代
仏
教
講
座

（
三
卷
）

亀
村
勝
一
郎
外

歴
史
　

現
代
日
本
文
字
史

日
本
歴
史
大
辞
典
　
河
出
孝
雄

現
代
人
の
日
本
史

１
日
本
の
誕
生

佐
藤
春
夫

現
代
人
の
日
本
史

２
大
化
の
改
新
海
音
寺
長
五
郎

現
代
人
の
日
本
史

３
天
平
の
開
花

室
生
犀
星

社
会
科
学
　

制
度
の
あ
ら
ま
し

郵
政
省
貯
金

局
奨
励
課

現
代
不
作
法
読
本
　
高
橋
義
孝

新
し
い
村
づ
く
り

の
実
際

小
森
健
治

話
し
合
い
の
理
論

不
道
徳
教
育
講
座

親
子
の
求
め
る

愛
と
道
徳

玉
城
　
肇

親
　
教
師
、
道
徳

教
育

塩
尻
公
明

広
報
編
集
の

技
術

生
活
科
学
調
査

農
村
問
題
入
間

社
会
人
の
正
し
い

作
法

北
辰
堂
編

集
部

暮
ら
し
の
法
律
知
識
　
宗
宮
信
次

イ
ン
テ
リ
と
農
村
　
松
丸
志
摩
三

新
国
民
健
康
保
険
　
学
陽
書
房

関
係
法
　
　
　
　
　
編
集
部

会
社
に
関
す
る
法

律
問
題

大
阪
谷
公
雄

金
銭
紛
争
を
め
ぐ

る
法
律
知
識

渡
辺
剛
彰

手
　
　
紙

親
と
子
供
と
先
生
と
　
金
子
孫
市

父
親
日
書
　
　
　
　
羽
仁
説
子

ほ
め
る
コ
ツ

叱
る
コ
ツ

横
山
美
智
子

私
た
ち
が
町
を

つ
く
る

毎
日
新
聞

社
会
像

職
場
生
活
　
　
　
　
村
中
兼
松

幼
児
教
育

十
二
ヶ
月

毎
日
新
聞

社
会
部

青
年
の
生
活

日
本
青
年
団

協
議
会

大
人
に
な
れ
な
い

事
件
記
者

村
を
動
か
す
生
産

活
動

中
田
正
一

ア
イ
デ
ィ
ア
を

に
が
す
な

新
郷
重
夫

自
然
科
学
　

新
し
い
絶
食
療
法
　
塚
越
哲
哉

健
康
読
本
　
　
　
　
杉
　
靖
三
郎

寿
命
を
の
ば
ず
　
　
久
慈
直
太
郎

漢
法
と
家
庭
療
法

全
書

岡
部
素
道
外

▲
工
学
　

健
康
の
条
件

三
六
五
日

津
田
敬
三

礼
儀
作
法
と
正
し

い
生
き
方

北
辰
堂
編

集
部

愛
と
結
婚
の
チ
ャ

ン
ス
に
つ
い
て

堀
　
秀
彦

私
た
ち
の
結
婚

研
究
法

横
山
定
雄

味
の
コ
ッ
　
　

読
売
新
聞
婦
人
部

百
万
人
の
健
康
食

北
辰
堂
編

集
部

美
し
い
か
ら
だ
美

し
く
な
る
食
物

杉
　
靖
三
郎

東
畑
朝
子

子
供
の
健
康
と

し
つ
け

波
多
野
勤
子

小
学
生
の
心
理
　
　
波
多
野
勤
子

赤
ら
や
ん
の
心
理
　
波
多
野
勤
子

池
坊
生
花
独
習
書
　
藤
原
幽
竹

最
新
自
動
車
教
本
　
小
林
　
勝

お
母
さ
ん
の
学
習

料
理
法

内
田
安
久

家
庭
と
生
活
の
科
学
　
鈴
木
丸
二

四
季
の
野
菜
料
理
　
加
藤
昭
子

産
業
　

地
区
診
断
の
理
論

と
実
際

柏
熊
岬
二

宮
坂
忠
夫

農
業
経
営
概
論
　
　
近
藤
康
男

小
菊
盆
栽
百
態
　
　
中
島
為
次

霜
害
の
予
防
法
　
　
坪
井
八
十
二

果
樹
の
植
生
と
肥
培
　
森
田
義
彦

テ
イ
ラ
ー
の

生
か
し
万

大
島
義
治

漁
業
経
営
概
論
　
　
近
藤
康
男

週
遊
劵
案
内
　
　
日
本
交
通
公
社

円
芸
の
現
状
と

問
題
点

農
林
省
振

興
会

日
本
五
百

の
温
泉

日
本
交
通

公
社

日
本
の
工
業
地
帯
　
山
本
正
雄

農
産
加
工
百
科
　
　
部
　
花
雄

肉
牛
肥
育
法
　
　
　
石
原
盛
衛

和
牛
の
飼
育
　
　
　
石
原
盛
衛

芸
術
　

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

シ
ツ
プ

佐
藤
和
夫

日
本
民
謡
新
集
　
　
服
部
龍
太
郎

芸
術
の
意
味
ハ
ー
バ
ー
ト
リ
ー
ド

滝
口
修
道

ス
ポ
ー
ツ
辞
典
　
日
本
放
送
協
会

皇
室
と
皇
居
　
　
　
朝
日
新
聞
社

合
唱
講
座
　
　
　
　
北
川
　
剛

ア
ン
デ
ス
を

越
え
て

産
経
新
聞
社

南
米
踏
査
班

誰
で
も
知
り
た
い

ハ
ミ
リ
映
畫

岡
田
　
晋

京
都
府
　
　
　
　
　
岩
波
雄
二
郎

報
道
写
真
　
　
　
　
朝
日
新
聞
社

語
学
　

美
し
い
言
葉
と

正
し
い
話
し
万

久
保
秀
作

話
は
こ
う
し
な
さ
い
　
江
本
武
彦

▲
文
学
　

芥
川
龍
之
介
　
　
　
芥
川
龍
之
介

ド
ク
ト
ル

ジ
バ
コ

パ
ス
テ
ル

ナ
ー
ク

谷
崎
潤
一
郎
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎

崩
れ
去
る
大
地
に

火
野
葦
平
集
　
　
　
火
野
葦
平

し
ぶ
ち
ん
　
　
　
　
山
崎
豊
子

新
平
家
物
語
　
　
　
吉
川
英
治

禁
断
の
寝
園

（
大
正
篇
）

佐
野
　
博

禁
断
の
寝
園

（
明
治
篇
）

佐
野
　
博

ロ
リ
ー
タ
ー
一
巻

二
巻

ウ
ラ
ジ
ー
ミ

ル
ナ
ボ
コ
フ

大

久
保
康
雄

あ
る
落
日
　
　
　
　
井
上
　
靖

風
来
先
生
　
　
　
　
白
川
　
渥

女
性
失
格
　
　
　
　
井
上
友
一
郎

流
転
の
王
妃
　
　
愛
新
覚
羅
　
浩

推
理
小
説
張
込
み
　
松
本
清
張

体
当
り
女
性
論
　
　
北
原
武
夫

嫁
の
天
国
　
　
　
　
我
妻
東
策

新
女
経
　
　
　
　
　
村
松
稍
風

猿
飛
佐
助
　
　
　
　
講
談
社

大
久
保
彦
左
衛
門

駅
　
　
　
　
　
　
　
幸
田
　
文

ゆ
う
ゆ
う
に

こ
ち
ゃ
ん

篠
原
茂
信

印
度
洋
に
か
か
る
虹
　
国
塚
一
乗

美
貌
の
歴
史
　
　
　
有
馬
頼
義

現
代
俳
句
全
集
八
巻

赤
城
さ
か
え

石
原
八
束

志
摩
芳
次
郎

原
子
公
平

宮
沢
賢
治
全
集

一
一
巻

宮
沢
賢
治

ベ
ツ
ド
タ
イ
ム

ス
ト
ー
リ
ー
ズ
二
卷

福
音
社

編
集
部

に
あ
ん
ち
や
ん
　
　
安
本
末
子

東
光
辻
説
法
　
　
　
今
　
東
光

風
流
博
物
誌
　
　
　

今
　
官
一

私
は
貝
に
な
り
た
い

危
険
な
斜
面
　
　
　

松
本
清
張

華
燭
　
　
　
　
　
　

津
村
節
子

社
員
無
頼
　
　
　
　

源
氏
鷄
太

歴
史
の
実
験
　
　
　
五
味
川
純
平

あ
る
日
わ
た
し
は

推
理
小
説
作
法

江
戸
川
乱
歩

松
本
清
張

繩
　
　
　
　
　
　
　

岩
下
俊
作

や
が
て
青
空
　
　
　
北
条
　
誠

女
大
学
　
　
　
　
　

鹿
島
孝
二

廃
園
　
　
　
　
　
　

原
田
康
子

こ
ぶ
し
の
花
の

さ
く
こ
ろ

畔
柳
二
美

性
に
お
け
る
笑

い
の
研
究

金
子
　
登

現
代
紀
行
文
学
全
集
　
秋
山
修
道

日
本
の
人
物
鉱
脈
　
大
宅
壮
一

昭
和
3
4年
圖

書
寄
賂
者
名

局
報
　
外
三
冊
　
　
椋
木
秀
輔

航
空
情
報
　
　
　
　
斉
藤
元
宣

東
京
綺
談
　
　
　
　
有
福
一
二
美

日
本
資
本
主
義
講
座
　
外
一
九
冊

磯
部
敏
克

読
書
活
動
の
手
引
き
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